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９
月
27
日
（
月
）
神
奈
川
県
藤
沢
市
『
島
き
ち

丸
』
に
お
い
て
、
「
第
30
回
釣
り
大
会
」
を
35
名

の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
状
況
か
ら
、
大
会
を
開
催
す
る
か
判
断
が

あ
り
ま
し
た
が
、
検
温
、
除
菌
シ
ー
ト
配
布
を
行

い
、
初
め
て
日
帰
り
で
の
参
加
も
可
能
と
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
残
念
な
が
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
全
体
で
の
懇
親

会
は
中
止
し
、
各
自
が
状
況
を
踏
ま
え
て
参
加
の

判
断
を
す
る
こ
と
と
し
た
結
果
、
関
東
在
住
の
仲

間
が
中
心
と
な
り
ま
し
た
。
総
会
で
は
時
間
短
縮

や
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
等
対
策
を
す
る
と
と
も
に
、

参
加
者
に
お
い
て
も
マ
ス
ク
着
用
等
万
全
な
感
染

対
策
を
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
天
気
に
恵
ま
れ
、
久
し
ぶ
り
に
仲
間
と

釣
り
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
釣
果
は
台

風
の
接
近
の
影
響
も
あ
り
、
厳
し
い
状
況
で
し
た

が
、イ
ナ
ダ
・
カ
ン
パ
チ
・
サ
バ
等
が
釣
れ
ま
し
た
。

　
釣
り
の
後
、
表
彰
式
・
総
会
を
開
催
し
、
釣
り
部

新
体
制
確
立
後
、
中
央
本
部
・
佐
藤
副
委
員
長
に

よ
る
講
演
を
頂
き
、

「
現
業
機
関
に
お
け

る
柔
軟
な
働
き
方
」

や
「
グ
ル
ー
プ
会
社

に
お
け
る
副
業
に
つ

い
て
」
の
施
策
な
ど
、

問
題
点
を
全
参
加
者

で
共
有
し
ま
し
た
。

　
釣
り
部
で
は
今
後

も
楽
し
い
釣
り
や
、

参
加
し
や
す
い
釣
り

大
会
を
企
画
し
、
Ｊ

Ｒ
東
労
組
の
団
結
強

化
と
再
加
入
拡
大
へ

向
け
て
運
動
を
展
開

し
て
い
き
ま
す
。

10号船 15号船

１位 佐藤　伸也 本部　　　　　　　 １位 深津　新大郎 大宮駅（大宮）

２位 山本　繁美 熱海運輸区（横浜） ２位 千葉　直樹　 大宮駅（大宮）

３位 大田　光彦 横浜運輸区（横浜） ３位 佐藤　善彦　 小金井運転区（大宮）

大物賞 佐藤　伸也 本部　　　　　　　 大物賞 深津　新大郎 大宮駅（大宮）

特別賞 助川　一実 鶴見線営業所（横浜） 特別賞 千石　　裕　 大宮駅（大宮）

特別賞 三瓶　尚紀 バス館山（千葉）家族 特別賞 戸ヶ里　竜一 大宮駅（大宮）

特別賞 中島　　明 バス館山（千葉） 　 特別賞 青鹿　昭子　 さいたま新都心駅（大宮）

特別賞 中島　光子 バス館山（千葉）家族 特別賞 伊藤　　誠　 小金井運転区（大宮）

2021年度本部釣り部役員体制（敬称略）

部長 手塚　智樹 大宮

副部長 太刀川　修 横浜

副部長 木之下貴弘 横浜

事務長 扇子　琢也 大宮

事務次長 今野　浩孝 千葉

幹事 村本　勝幸 盛岡

幹事 永田　　卓 仙台

釣
り
部
　
第
30
回
大
会

コ
ロ
ナ
禍
で
も
仲
間
と
の
絆
が
深
ま
る
！

　
９
月
25
日
（
土
）
仙
台
地
本
会
議
室
に
お
い
て
「
き

か
く
部
会
代
表
者
総
会
」
を
行
い
ま
し
た
。
全
地
本
の

参
加
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
各
地
の
非
現
業
職

場
に
お
い
て
日
々
奮
闘
し
て
い
る
代
表
者
が
集
ま
り
ま

し
た
。
中
央
本
部
よ
り
佐
藤
委
員
長
、
長
谷
業
務
担
当

部
長
、
か
ん
り
部
会
よ
り
石
川
部
会
長
に
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
主
催
者
あ
い
さ
つ
で
仁
戸
田
部
会
長
か
ら
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
運
動
を
推
し
進
め
て
き
た
御

礼
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
社
会
や
経
済
、
会
社

施
策
、
超
勤
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
対

し
て
私
た
ち
Ｊ
Ｒ
東
労
組
が
向
き
合
う
こ
と
。
ワ
ー
ク

ル
ー
ル
や
国
会
、
内
閣
、
行
政
に
よ
る
施
策
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
つ
い
て
学
習
し
、
職
場
実
態
と
照
ら
し
合
わ

せ
て
課
題
を
抽
出
す
る
こ
と
。
安
全
・
健
康
・
ゆ
と
り

・
働
き
が
い
が
担
保
で
き
る
制
度
を
つ
く
り
出
そ
う
と

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
参
加
者
か
ら
「
現
業
機
関
に
お
け
る
柔
軟

な
働
き
方
の
実
現
に
つ
い
て
」
や
新
Ｊ
Ｉ
Ｎ
Ｊ
Ｅ
Ｒ
移

行
へ
の
不
安
や
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
の
問
題
、
東
京
２
０
２

０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
検
証
と
施
策
の

進
め
方
の
問
題
点
な
ど
活
発

な
発
言
が
あ
り
、
向
こ
う
１

年
間
の
方
針
に
肉
付
け
さ
れ

ま
し
た
。
最
後
に
仁
戸
田
部

会
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で

変
革
す
る
社
会
を
み
ん
な
で

乗
り
越
え
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

き
か
く
部
会
代
表
者
総
会

仲
間
と
つ
な
が
り
施
策
に

　 

　
向
き
合
う
こ
と
を
確
認
！

　
10
月
９
日
（
土
）
Ｊ
Ｒ
東

労
組
会
議
室
に
お
い
て
第
33

回
定
期
委
員
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点

か
ら
、
盛
岡
地
本
、
長
野
地

本
、
郡
山
支
部
は
リ
モ
ー
ト

機
能
を
活
用
し
、
23
名
の
仲

間
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
担
当
の
元
中
執

が
任
期
途
中
に
辞
任
・
脱
退

・
他
労
組
へ
加
入
す
る
裏
切

り
・
背
信
行
為
が
発
生
し
た

こ
と
か
ら
、
組
織
破
壊
を
許

さ
な
い
こ
と
を
参
加
者
全
体

で
確
認
し
ま
し
た
。

　
定
期
委
員
会
の
中
で
は
、

㈱
鉄
道
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
よ
る

共
済
説
明
会
を
行
い
、
８
・

９
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
発
表
を
行
っ
た
『
工
務
職
場
の
未
来

〜
さ
あ
、
み
ん
な
で
考
え
よ
う
〜
』
を
工
務
部
会
で
継

続
的
に
議
論
し
た
提
言
を
発
表
し
ま
し
た
。
質
疑
で
は

７
名
の
委
員
か
ら
安
全
・
施
策
検
証
・
組
織
拡
大
・
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
職
場
活
動
と
業
務
に
つ
い
て
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。
七
海
事
務
長
の
総
括
答
弁
で
は
、
命
を

守
る
安
全
の
取
り
組
み
や
施
策
の
検
証
に
力
を
入
れ
る

一
年
に
す
る
決
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
系
統

別
や
エ
リ
ア
別
で
意
見
交
換
を
適
宜
行
い
、
未
来
に
工

務
職
場
を
残
し
て
い
く
た
た
か
い
を
継
続
し
、
「
安
全

と
検
証
」
に
こ
だ
わ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

第
33
回
工
務
部
会
定
期
委
員
会

職
場
の
声
を
も
と
に

「
安
全
と
検
証
」を
つ
く
り
出
す
！

【スローガン】
１.  「命」を絶対的な価値基軸とし、 
 安全にこだわり事故の連鎖を断ちきろう!

１.  組合員の生活を守るために施策の検証と未来の職場を展望し、 
 新たな働き方に全組合員で向き合おう!

【2021年度三役体制】（敬称略）

部会長 杉本　博輝
大宮機械技術
センター

副部会長 斉藤　　誠
大宮電力技術セン
ター宇都宮ＭＣ

事務長 七海　勝彦
仙台電力技術セン
ター郡山ＭＣ

　
10
月
12
日
か
ら
14
日
に
か
け
て
、
韓
国
ソ
ウ
ル
で
国

際
鉄
道
安
全
会
議
２
０
２
１
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴
い
、
昨
年
に
引
き

続
き
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
東
労
組
か
ら
は
加
藤
書
記
長
、
長
谷
業
務
担
当

部
長
、
Ｊ
Ｒ
総
連
か
ら
武
川
総
務
・
組
織
担
当
部
長
が

参
加
し
ま
し
た
。
今
年
の
発
表
で
は
『
安
全
・
命
を
最

大
の
価
値
基
軸
に
「
職
場
と
仕
事
と
生
活
」
を
守
る
た

め
仲
間
と
共
に
未
来
を
切
り
拓
く
８
・
９
フ
ォ
ー
ラ

ム
』
で
Ｊ
Ｒ
東
労
組
本
部
が
発
表
し
た
提
言
を
基
に
、

重
大
事
故
が
多
発
し
て
い
る
現
業
を
踏
ま
え
、
警
鐘

を
鳴
ら
し
て
き
た
こ
と
。「
責
任
追
及
か
ら
原
因
究
明

へ
」
の
安
全
哲
学
に
基
づ
き
、
安
全
と
技
術
・
技
能
継

承
で
き
る
職
場
を
つ
く
り
出
す
た
め
の
問
題
提
起
を
行

い
ま
し
た
。

　
国
際
鉄
道
安
全
会
議
は
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
と
Ｊ
Ｒ
東
日

本
が
世
界
に
呼
び
か
け
て
、
１
９
９
０
年
に
日
本
（
東

京
）
で
始
ま
っ
た
会
議
で
す
。
こ
れ
ま
で
職
場
の
現
実

を
も
と
に
発
表
し
て
き
た
私
た
ち
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
提
言

は
、
確
実
に
世
界
に
広
が
り
高
い
評
価
を
得
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
職
場
現
実
に
基
づ
い
て
世
界
に
発
信

し
、
安
全
・
健
康
・
ゆ
と
り
・
働
き
が
い
の
あ
る
職
場

を
実
現
す
る
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

国
際
鉄
道
安
全
会
議
２
０
２
１

「
責
任
追
及
か
ら
原
因
究
明
へ
」

未
来
の
職
場
を
つ
く
り
出
す

問
題
提
起
を
行
う
！

幹本申２号　
「新潟新幹線車両センター業務執行体制の見直しについて」
 基本交渉開催（９月29日）　業務部速報55号

申12号　『「エネルギー部門の組織再編について」 
 に関する申し入れ』を提出！　
 （10月８日）　業務部速報62号

申13号『「乗務員の業務等の見直しについて」
 に関する解明申し入れ』を提出！　
 （10月18日）　業務部速報66号
 　詳細は業務部速報をご参照ください！

　「組合員のための
学びサポートプロジェクト」スタート！　

　対象者　　ＪＲ東労組全組合員
　対象期間　2021年度４月から。以降は年度毎に区切り募集
　対象回数　年に１回１科目
　申請方法　社外通教申込書を地本に提出
　支給方法　社外通教修了書を地本に提出
　　　　　　修了証を地本が確認後、補助額を支給

 　詳細は緑の風FAX版NO.38号をご参照ください！


